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DLC1

DLC1; ARHGAP7; KIAA1723; STARD12; Rho GTPase-activating protein 7; Deleted in liver
cancer 1 protein; DLC-1; HP protein; Rho-type GTPase-activating protein 7; START domain-
containing protein 12; StARD12; StAR-related lipid transfer protein
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、低分子GTP結合タンパク質の調節に関与するrhoGAPファミリータンパク質の一員であるGTPase活性化タンパク質（GAP）をコードしています。GAPファミリータンパク質は、細胞骨格変化に関与する細胞プロセスを制御するシグナル伝達経路に関与しています。この遺伝子は、前立腺がん、肺がん、大腸がん、乳がんなど、多くの一般的ながんにおいて腫瘍抑制遺伝子として機能します。この遺伝子には、選択的プロモーターおよび選択的スプライシングに起因する複数の転写バリアントが見つかっています。[RefSeq提供、2010年4月],機能：Rho特異的なGTPase活性化タンパク質および生体内PLCD1の活性化因子として機能し、細胞骨格の再編成を介して形態変化および剥離を引き起こします。,配列注意：キメラ。位置 1 から 13 までの配列はキメラによるものです。,類似性: Rho-GAP ドメインを 1 つ含みます。,類似性: SAM (無菌アルファ モチーフ) ドメインを 1 つ含みます。,類似性: START ドメインを 1 つ含みます。,組織特異性: 脾臓で最も高いレベルの発現が見られ、前立腺、精巣、卵巣、小腸、結腸ではそれよりも低いレベルですが、胸腺では発現が見られません。,
	研究分野
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	画像データ
	

	RHG07抗体を用いたA549細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	RHG07抗体を用いたパラフィン包埋ヒト前立腺癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像。

